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日本SHLの概要

■会社概要
会社名 日本エス・エイチ・エル 株式会社
代表者 奈良 学
設立年月日 1987年12月22日
資本金 6億1,650万4,000円

■SHL Talent Measurement 及び 日本エス･エイチ･エルについて
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質問

アメリカのIT企業トップ20における
IT人材の採用費は1社あたり
年間でいくらになるでしょう？
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質問

答えは…

1社あたり

と試算されています。

35億円以上

出所：Forbes,2017/4/18, https://www.forbes.com/sites/aarontilley/2017/04/18/the-great-ai-

recruitment-war-amazon-is-on-top-and-apple-is-almost-nowhere-to-be-seen/?sh=f8d49e961e5d

IT人材の獲得競争は熾烈
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日本の参考データ

マイナビが2020年に公開した調査結果によると
採用コスト総額は

「全体平均」⇒146.1万円

「IT・通信・インターネット業界」⇒
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日本の参考データ

マイナビが2020年に公開した調査結果によると
採用コスト総額は

「全体平均」⇒146.1万円

「IT・通信・インターネット業界」⇒ 323.4万円

TOP
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日本のIT人材の状況

(※1)本調査では、国勢調査を基に、IT企業及び、ユーザー企業の情報システム部門等に属する職業分類上の「システム
コンサルタント・設計者」、「ソフトウェア作成者」、「その他の情報処理・通信技術者」をIT人材として試算した。

(※2)③の「AI 人材」はアンケート調査等をもとに試算を実施しており、ユーザー企業の事業部門や研究開発部門に属する
人材も含まれている。したがって、①の「IT人材」に完全には包含されない。

2030年までのIT人材の需給予測

出所：経済産業省「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」,2016/6/10, 
https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/daiyoji_sangyo_skill/pdf/001_s02_00.pdf
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日本のIT人材の状況

(※1)本調査では、国勢調査を基に、IT企業及び、ユーザー企業の情報システム部門等に属する職業分類上の「システム
コンサルタント・設計者」、「ソフトウェア作成者」、「その他の情報処理・通信技術者」をIT人材として試算した。

(※2)③の「AI 人材」はアンケート調査等をもとに試算を実施しており、ユーザー企業の事業部門や研究開発部門に属する
人材も含まれている。したがって、①の「IT人材」に完全には包含されない。

出所：経済産業省「IT人材の最新動向と将来推計に関する調査結果」

2030年までのIT人材の需給予測

獲得競争は避けられない状況にある。
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各社はどのように人材を確保しているのか

他部門社員を
配置転換する

未経験者をポテンシャル
評価で採用し、育成する
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各社はどのように人材を確保しているのか

他部門社員を
配置転換する

未経験者をポテンシャル
評価で採用し、育成する

戦力化できるか、や育成のコストの問題もある
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各社はどのように人材を確保しているのか

採用担当の皆様は、人材のポテンシャルを
適切に見極め、評価していく必要があります

他部門社員を
配置転換する

未経験者をポテンシャル
評価で採用し、育成する

戦力化できるか、や育成のコストの問題もある
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ポテンシャル評価における課題

未経験者が
実際に活躍できるか、を見分けることが難しい

例えば、、、

で評価される場合が多い
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ポテンシャル評価における課題

未経験者が
実際に活躍できるか、を見分けることが難しい

例えば、、、
志望度 興味・関心

で評価される場合が多い
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ポテンシャル評価における課題

未経験者が
実際に活躍できるか、を見分けることが難しい

コンピュータ職適性テストCABならば、
この課題を解決することが可能です。

例えば、、、
志望度 興味・関心

で評価される場合が多い
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適性検査CABのご紹介

知識を一切用いないため、プログラミング経験の有無や文理・専攻に
関わらず、受検者の能力を測定することができます。

①CAB1
（暗算）

②CAB2
（法則性）

③CAB3
（命令表）

④CAB4
（暗号）

⑤パーソナリ
ティ検査(OPQ)

問題数/
実施時間

50問/9分 30問/12分 36問/15分 30問/16分 68問/約20分

■搭載科目（Webの場合）

■特徴

誰にでも等しく実施ができること

ITエンジニアとしてのポテンシャルをテスト結果で表すことができます。

仕事の出来・不出来を予測できる
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開発経緯

イギリスSHLが持っている知能検査を日本に導入

日本人の企業に合うようにローカライズする

複数の開発パートナー企業でデータの取得・分析

IT職に必要な能力を判定できる4科目の知能検査を特定

IT職志望の学生へのトライアルを実施

商品化
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CABの搭載科目

CAB1 計数理解テスト_暗算

CAB2 直観的推理テスト_法則性

CAB3 プログラミング言語テスト_命令表

CAB4 構造理解テスト_暗号

ITに対する知識を問うのではなく、数字や図形を用いて、
IT系の職務で使われる知能（地頭）を評価します。
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CAB1 計数理解テスト_暗算

各計算式について、正しい答えを速く選んでください。

Q1. 12÷3/5＝(2.5+▢）×5

A1． 4 0.5 1.5 1 2.5

Q2.（▢×13－▢）×2＝54×4（▢には同じ値が入る）

A2. 65 3050 30.5 305 15

設問数：50問 実施時間：9分※Webの場合
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CAB1 計数理解テスト_暗算

測定能力

高得点者の
特徴

スピーディーに解くための手順を発見で
きるかという、迅速で正確な「推理能
力」を測定します。

基礎的な計算能力が高いのはもちろん
のこと、数的な概念整理ができます。
常に適切なやり方についての感覚が
働き、回り道をしない効率的な思考が
得意です。
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CAB2 直観的推理テスト_法則性

Q1.

Q2.

左側の図形群の論理的な並び方を満たすよう、「？」に入

る図形を選んでください。

A B C D E

?

A B    C D E

?

設問数：30問 実施時間：12分※Webの場合
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CAB2 直観的推理テスト_法則性

Q1.

Q2.

左側の図形群の論理的な並び方を満たすよう、「？」に入

る図形を選んでください。

A B C D E

?

A B    C D E

?

設問数：30問 実施時間：12分※Webの場合
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CAB2 直観的推理テスト_法則性

Q1.

Q2.

左側の図形群の論理的な並び方を満たすよう、「？」に入

る図形を選んでください。

A B C D E

?

A B    C D E

?

設問数：30問 実施時間：12分※Webの場合
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CAB2 直観的推理テスト_法則性

測定能力

高得点者の
特徴

流れを持った図形群の中に潜む、法則
性を正確に見分ける能力を測定します。
（情報からルールを推論する力）

複数の妥当なルールセットを生成できる能力
に優れています。
そのため、作業プロセスを理解し、最適化し
ていくことが得意でプログラマーとして、優れ
た適性が期待できます。



CAB3 プログラミング言語テスト_命令表

左側の図形群の論理的な並び方を満たすよう、

「？」に入る図形を選んでください。 上下を逆さまにする

左右を逆さまにする

※命令表※

Q1.

A     B     C     D      E

A

YQ2.

A     B     C     D      E

T

前の図形と入れ替える

A

Y

T

A

Y

T

A

T

Y

A

T

Y

Y

T

A

設問数：36問 実施時間：15分※Webの場合
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CAB3 プログラミング言語テスト_命令表
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CAB3 プログラミング言語テスト_命令表
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CAB3 プログラミング言語テスト_命令表

測定能力

高得点者の
特徴

与えられた指示・命令を早く正確に
記憶して、それを使いこなす能力を
測定します。

プログラミング言語への高い適応力を
持ち、プログラマーとして優れた適性が
期待できます。
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CAB4 構造理解テスト_暗号

2つの図解の間にはたらく暗号の意味を推理し、下記の設問の

「？」に当てはまる図を選びなさい。

？ 該当
なし

A      B   C       D      E

Q1.

設問数：30問 実施時間：16分※Webの場合
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CAB4 構造理解テスト_暗号

2つの図解の間にはたらく暗号の意味を推理し、下記の設問の

「？」に当てはまる図を選びなさい。

該当
なし

A      B   C       D      E

Q1.

設問数：30問 実施時間：16分※Webの場合

？
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CAB4 構造理解テスト_暗号

2つの図解の間にはたらく暗号の意味を推理し、下記の設問の

「？」に当てはまる図を選びなさい。

該当
なし

A      B   C       D      E

設問数：30問 実施時間：16分※Webの場合

Q1. ？
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CAB4 構造理解テスト_暗号

2つの図解の間にはたらく暗号の意味を推理し、下記の設問の

「？」に当てはまる図を選びなさい。

該当
なし

A      B   C       D      E

設問数：30問 実施時間：16分※Webの場合

？Q1.
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CAB4 構造理解テスト_暗号

2つの図解の間にはたらく暗号の意味を推理し、下記の設問の

「？」に当てはまる図を選びなさい。

？ 該当
なし

A      B   C       D      E

Q1.

設問数：30問 実施時間：16分※Webの場合
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CAB4 構造理解テスト_暗号

2つの図解の間にはたらく暗号の意味を推理し、下記の設問の

「？」に当てはまる図を選びなさい。

該当
なし

A      B   C       D      E

設問数：30問 実施時間：16分※Webの場合

？Q1.
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CAB4 構造理解テスト_暗号

測定能力

高得点者の
特徴

表面に現れている事象や現象から背後
に隠されている構造や関係を推理する
能力を測定します。

特に複雑なシステム設計、プログラミン
グにおけるミスを発見するデバック能力
の高さが期待できます。
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性格

【回答方法】

4つの行動に関する記述の中から、
「自分に最も近いものを一つ」、
「最も遠いものを一つ」を選ぶ。

設問数：68問 実施時間：約20分

【特徴】

一問一答形式ではなく、4つの行動
特性から自分に近いものと遠いものを
1つずつ選ぶ形式のため、受検者が
「自分をよく見せよう」と作為的に回答
することが難しい問題形式です。



帳票（全体）



帳票（全体）

◆知的能力◆
CAB1、CAB2、CAB3、CAB4
を10段階で表示します。



帳票（全体）

◆パーソナリティ・チャート◆
「人との関係」「考え方」「感情・エネルギー」
の3領域合計30項目の仕事上での行動の
特徴の個人差を10段階で表示します。

◆知的能力◆
CAB1、CAB2、CAB3、CAB4
を10段階で表示します。



帳票（全体）

◆パーソナリティ・チャート◆
「人との関係」「考え方」「感情・エネルギー」
の3領域合計30項目の仕事上での行動の
特徴の個人差を10段階で表示します。

◆能力特性◆
統率力職務遂行上必要とされる9つの能
力特性、ヴァイタリティ、人あたり、チーム
ワーク、創造的思考力、問題解決力、状
況適応力、プレッシャーへの耐力、オー
ガナイズ能力、についての、発揮期待値
を10段階で表示します。

◆知的能力◆
CAB1、CAB2、CAB3、CAB4
を10段階で表示します。



帳票（全体）

◆パーソナリティ・チャート◆
「人との関係」「考え方」「感情・エネルギー」
の3領域合計30項目の仕事上での行動の
特徴の個人差を10段階で表示します。

◆能力特性◆
統率力職務遂行上必要とされる9つの能
力特性、ヴァイタリティ、人あたり、チーム
ワーク、創造的思考力、問題解決力、状
況適応力、プレッシャーへの耐力、オー
ガナイズ能力、についての、発揮期待値
を10段階で表示します。

◆知的能力◆
CAB1、CAB2、CAB3、CAB4
を10段階で表示します。

◆コンピュータ関係職適性◆
プログラマー、システムエンジニア、カス
タマーエンジニア、プロジェクトマネジャー
についての適性を10段階で表示します。
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帳票（コンピュータ職適性）

・プログラマー
・システムエンジニア
・カスタマーエンジニア
・プロジェクトマネージャー
の4職種への適性（戦力化スピード）を

10段階で表示します。
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帳票（コンピュータ職適性）

・プログラマー
・システムエンジニア
・カスタマーエンジニア
・プロジェクトマネージャー
の4職種への適性（戦力化スピード）を

10段階で表示します。

知的能力のだけでなく、
受検者の性格の傾向も踏まえて



CAB1＊＊

CAB2＊＊

CAB3＊＊

CAB4

CAB総合＊＊

PG適性＊＊

SE適性＊

CE適性

PM適性

-0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

相関係数

0 0.1
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妥当性

■ 業界：IT（ハードウェア・ソフトウェア）

■ 対象者：社員（PG、SE）

■分析概要：従業員の業績評価とCABの得点の関連性を分析
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活用方法 スクリーニング

履
歴
情
報

ES・志望度

選考参加者

合格者

履歴情報や志望度だけで
スクリーニング



47

活用方法 スクリーニング

履
歴
情
報

SE・PG適性

ES・志望度

選考参加者

合格者

履
歴
情
報

ES・志望度

選考参加者

合格者

履歴情報や志望度だけで
スクリーニング

IT職の適性も踏まえて
スクリーニング
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活用方法 適性を踏まえた配置

PG適性：8
SE適性：9
CE適性：5
PM適性：4

PG適性：3
SE適性：4
CE適性：7
PM適性：5

PG適性：7
SE適性：7
CE適性：4
PM適性：10

CABを社員に実施
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活用方法 適性を踏まえた配置

PG適性：8
SE適性：9
CE適性：5
PM適性：4

PG適性：3
SE適性：4
CE適性：7
PM適性：5

PG、SE適性
が高いので、

IT職種へ
（職掌転換）

PG適性：7
SE適性：7
CE適性：4
PM適性：10

PM適性が
高いので、

PMへ
（役割変更）

IT関連
部門以外へ

CABを社員に実施
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料金とトライアル受検のご案内

• 問題冊子をご購入いただき、回答され
たマークシートを当社採点処理セン
ターに送付いただきます。

• 採点結果はWeb画面にて確認いただ
けます。

• テスト管理画面から、受検者の登録
をお手元で実施いただきます。

• 受検者はWebで全科目を受検致し
ます。

• 受検者が回答完了後、即時で管理
画面に結果を反映致します。

• テスト管理画面から、受検者の登録
をお手元で実施いただきます。

• 受検者は自身のPCでパーソナリティ
科目を受検した後に、受検施設にて
知的能力科目を実施します。

• 結果は受検者が知的能力検査を実
施した翌営業日に反映されます。

問題冊子：600円/部
採点処理料：3,500円/人

初期費用：30,000円/年
受検料：3,000円/人

初期費用：30,000円/年
受検料：4,500円/人

マークシート Webテスト テストセンター
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まとめ

今回お伝えしたかったこと

・IT職の採用は競争が激化している

・未経験者を採用・育成行くことも方法の一つ

・志望度だけではなく、戦力化するかという
客観的なポテンシャルの確認も必要

ちなみに、、、
CABではIT職に必要な4つの能力と各職種の適性が把握できます。
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ご清聴ありがとうございました。

今後ともマイナビを宜しくお願い致します。

引き続きお気軽にスタッフにお声かけ、ご相談ください。

営業担当共々今後とも宜しくお願い申し上げます。

1社2名様までトライアルでのご受検が可能です。
ご希望の方は営業担当までお問い合わせください。

※テストセンターは不可


